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研究成果の概要（和文）： 

日本の医療人材の現状を、労働市場における状況、医療施設における状況に分けて分析した。
医療人材の労働市場においては、労働市場としての需要と供給のミスマッチの回復機能は、賃
金水準に対し需給状況が限定的な影響を与えているとの結果が得られた。同時に日本の医療制
度の持つ、様々な医療施設のマネジメントに対する影響を通した間接的な影響の存在も確認で
きた。このことは日本の医療政策の近年の変化が、個別医療施設のマネジメントの有り様に影
響を与えることを通して、一義的にはその組織内の労働条件に影響を与え、さらには間接的に
医療人材の労働市場にも影響を与えることが分かった。 

 
研究成果の概要（英文）： 
We analyzed the internal and external labor market of Japanese medical professionals. 

Our findings are summarized as follows. First, the Japanese labor market for those 

professionals is functioning to match the demand and supply. But the their salary and 

other working conditions are equally influenced by various national policies. 
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１．研究開始当初の背景 

2005 年までは看護師、それ以降は医師の
不足が大きな社会問題となっていた。ただ、
なぜ不足が起こっているのか、その不足は特

定の地域で起こっているのか、それとも特定
の医療施設の問題か、それとも特定の診療科
の問題なのか、という基本的な事実の認識す
る不十分であった。その様な状況において、
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政府は、極めて対処療法的な政策対応を行っ
ていた。 

 

２．研究の目的 

このような状況において、まずは医療人材
の労働市場の正確な状況把握、次にはそのよ
うな労働市場における需給環境がなぜ起こ
っているのか、その原因究明が社会的に重要
な課題となっていた。それ故、本研究はそれ
を目的に提案された。 

 

３．研究の方法 

研究方法としては、２つの手法を用いた。
１つは、医療施設に訪問し、医療専門職に対
するヒアリングによるデータ収集とその分
析である。もう一つは、既存の公的データを
用いた数理統計的分析である。 
 
４．研究成果 

日本の医療人材の現状を、労働市場にお
ける状況、医療施設における状況に分けて
分析した。医療人材の労働市場においては、
労働市場としての需要と供給のミスマッチ
の回復機能は、賃金水準に対し需給状況が
限定的な影響を与えているとの結果が得ら
れた。同時に日本の医療制度の持つ、様々
な医療施設のマネジメントに対する影響を
通した間接的な影響の存在も確認できた。
このことは日本の医療政策の近年の変化が、
個別医療施設のマネジメントの有り様に影
響を与えることを通して、一義的にはその
組織内の労働条件に影響を与え、さらには
間接的に医療人材の労働市場にも影響を与
えることが分かった。 
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